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農薬の使用計画

１　農薬の使用方法

３　使用する対象

４　使用する期間

（日本工業規格Ａ４）

令和７年４月１日～令和８年３月31日

農　薬　使　用　計　画　書　（　変　更　）

令和　７年　　３月　　1日

京都府京都市□□□×××番地

株式会社○●×▲

代表取締役社長　農林　太郎

農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令 第３条 に基づき、

備考　届出に際し、新規の場合は、「（変更）」を線で消し、変更の場合は該当
    部分を丸で囲むこと。また、届出の根拠条項以外の条を線で消すこと。

注１　「農薬の使用方法」には、「航空機による散布」「くん蒸」等と記載する。

　２　「使用する農薬の種類」には、農薬の有効成分名、又はその略称名及び
     剤型を記載する。
　３　「使用する対象」には、くん蒸にあっては「倉庫」、「天幕」等の使用
     場所、航空機にあっては「稲」等の作物名を記載する。

２　使用する農薬の種類

下記のとおり提出いたします。

記

くん蒸

リン化アルミニウムくん蒸剤

サイロ､コンテナー､倉庫

使用しようとする最初の日までに提出。

新規（当初）計画書から、使用する剤等に変更があった場
合は、変更計画書を提出（「変更」を丸で囲む）。

毎年度（４月１日～翌年３月３１日）までの間で、使用予定の農薬を記載。


